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高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画の評価 

 

１ 第９期計画について 

生産年齢人口の減少に伴い、高齢者を支える担い手の減少など高齢者を取り巻く社会状

況は厳しいものとなる中で、サービスを必要とする高齢者に必要なサービスが提供される

よう、将来世代への負担と給付に配慮した介護保険事業の運営及び地域共生社会の実現の

ため、第９期計画（令和６年から８年度）において、高齢者を含む地域住民、介護事業者、

医療関係者などが目指すべき中長期的な将来像を次のとおり定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    将来像を実現するため重点方針 

 

       １ 地域包括支援体制の充実 

    ２ 介護保険サービスの適切な運営 

 

    重点方針を踏まえた第９期の基本目標 

 

 

高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持ち、安心して暮らすことができる地域社会を目  

指し、「安曇野市地域包括ケアシステム」を構築する 

 

      基本目標達成のために重点方針に基づき、第９期計画の施策を実施 

 

資料１ 
介護保険等運営協議会 

令和８年８月５日開催 

【2040年の将来像】 

【重点方針】 

【基本目標】 
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１ 高齢者の社会参加、介護予防健康づくりによるいきいきと健康に暮らせる地域づくり 

(1) 生きがいづくりと社会参加支援 

(2) 健康づくり・介護予防の推進 

 

２ 高齢者を支える地域包括支援体制の充実 

(1) 地域包括支援センターの機能強化と地域ケア会議の推進 

(2) 医療・介護の連携強化による支援 

(3) 認知症施策の推進 

(4) 生活支援サービスの充実と多様な主体による支え合いの地域づくり 

(5) 安心・安全な住まい・施設の確保 

 

３ 高齢者の安全・安心な暮らしの確保 

(1) 高齢者の権利擁護の推進 

(2) 消費者被害の防止 

 

４ 介護給付適正化の推進による介護保険サービスの適切な運営 

  (1) 介護保険サービスの適切な運営 

   (2)  介護保険サービス量の見込み 

  (3) 地域支援事業の見込み 

  (4) 第１号被保険者の介護保険料の見込み 

 

 

上記のとおり第９期計画に基づき施策を実施してきたところですが、次のとおり第９期

計画に数値目標を記載した施策等について、実績と評価を行いました。 

 

※各項目の（）内の数字は第９期計画の該当ページを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策】 



3 

 

 重点方針の成果指標（最終アウトカム）  

 2つの重点方針に対する最終アウトカムを次のとおり設定し、令和8年（2026）年には次の指標に

ついて目標値に向け施策を進めており今年度が最終年度となります。 

 

 

成果指標 目標値
確認頻
度 基準値 目標との乖離率 現状値 達成率 現状値 達成率 現状値 達成率 要因・分析

病院での死亡
者数の増加に

よる

後期高齢者の
数及び割合の
増加による軽度
認定者数の増
加

後期高齢者の
数及び割合の
増加による軽度
認定者数の増
加

100.0%

14.6 95.9%

81.1 98.8%

98.5%

91.1%

R7との
比較

R6との
比較

↑

-

-

-

-

-

↓

↓

↓

↓

↓

100.0%

6.26

令和８年度R5との
比較

0.20

0.02

0.22

0.00

2.40

↑

-

↓

↓

-

0.10

0.00

0.00

0.00

0.00

- 40.9

↓

↑

↑

-

↑ R5との比較

R5との比較

介護保険制度に対す
る評価（％） 40.0 ３年 38.5 96.3% - - -

- - 93.2 99.1%

居宅要支援者の幸福
感（点） 6.15 ３年 6.04 98.2% R5との比較

利用している介護保
険サービスへの満足

度（％）
94.0 ３年 93.2 99.1% - -

- - - -

元気高齢者の幸福感
（点） 7.30 ３年 7.24 99.2% - - -

0.20 18.4 99.5% 0.40 18.6 98.4%

- 7.26 99.5% R5との比較

↓認定率（％） 18.3 １月 17.8 100.0% 18.0 100.0%

14.4 97.2%

84.7

91.1% -1.30 29.7

最新データを
使用（令和７年
度データと同

じ）

調整済み認定率（％） 14.0 1年 14.4 97.2%
最新データはR8.9
公開のため、令和
７年度データを使

用。

0.00 14.6 95.9% 0.20

自宅及び老人ホーム
死亡率（％） 32.6 １月 31.7 97.2% 31.0 95.1% -0.70 29.7

健康寿命（男）
（歳） 82.1 １年 81.5 99.3%

最新データはR8.7
公開のため令和７
年度データを使

用。

健康寿命（女）
（歳） 86.0 １年 85.2 99.1% 84.9 98.7%

81.5 99.3% 0.00 81.1 98.8% -0.40 

最新データはR8.7
公開のため令和７
年度データを使

用。

-0.30 84.7 98.5% -0.20 

第９期間　最終アウトカム達成状況　確認表（令和６年～令和８年）

将来像

１　高齢者が、健康長寿に向けて介護予防・健康づくりの必要性を感じ、積極的に活動をしている。
２　高齢者が、地域のつながりの中で世代を超えて支え合うことで、自立した生活をおくることができている。
３　高齢者が、介護が必要になっても住み慣れた地域や望む場所で安心して生活できるよう、医療・介護における必要なサービスの提供が受けられている。
４　高齢者が、自分の意思で選択ができ、人生の最期まで自分らしい生活をおくることができている。
５　支える・支えらえるという枠組みを超えて、全ての人が自分の有する能力を発揮し、役割をもって活動することで、いきいきと健康に暮らせるまちをともにつくりあげている。

基本目標 高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持ち、安心して暮らすことができる地域社会を目指し、「安曇野市地域包括ケアシステム」を推進する

第９期　計画期間

R8現状値等
備考

元気高齢者の割合
（％） 90.3 １月 90.3 100.0% 90.6 100.0% 0.30 90.6

令和５年度 令和６年度 令和７年度

100.0% 0.00 90.7 100.0%
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第９期介護保険事業計画中 第４章 

第１節施策の内容の方向性・取組等 

 

第９期計画の実績と評価について 

１ 生きがいづくりと社会参加支援（計画）（P50） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

老人（朗人）大学参加者数（人） 50 100 100 100 

シニアクラブ連合会会員数（人） 2,162  2,200 2,200  2,200  

高齢者の生きがいづくりと健康づく

り推進補助件数（件） 
84  85  87  89  

アクティブシニアがんばろう事業補

助件数（件） 
79  85  90  95  

シルバー人材センター会員数(人） 865  880  900  920  

老人福祉センター等利用者数（人） 66,415 68,000 69,000 70,000 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

老人（朗人）大学参加者数（人） 

あづみの活躍カレッジ参加者数

（人） 

50 63 77 66 

シニアクラブ連合会会員数（人） 2,162  1，681 1，579  1，197 

高齢者の生きがいづくりと健康づく

り推進補助件数（件） 
84  57 54   

アクティブシニアがんばろう事業補

助件数（件） 
79  94 １０４ １１４ 

シルバー人材センター会員数(人） 865  820 803  803 

老人福祉センター等利用者数（人） 66,415 71，462 68，099  
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２ 健康寿命延伸に向けたフレイル対策の総合的な推進（P51） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

特定健診受診率（％） 47.5 ５１．５ 53.5 55.5 

フレイルの認知状況（％） 50.6 － － 65.0 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

ポピュレーションアプローチ（健康教育・

健康相談）の実施箇所数 

31 35 35 35 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

特定健診受診率（％） 47.5 45.3 R8.10 月に確定 
－ 

 

フレイルの認知状況（％） 53.6 － － 66.3 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

ポピュレーションアプローチ（健康教育・

健康相談）の実施箇所数 

31 29 45 － 

 

特定健診受診率については、令和７年度の確定値を確認するとともに、国保年金課・健康推進課

と連携し受診率向上に向けた普及啓発や受診勧奨等の取組を進めていく必要があります。また、国

保年金課・健康推進課・高齢者介護課の３課で取り組む「高齢者の保健事業と介護予防の一体的

実施事業」におけるポピュレーションアプローチについては、保健師・管理栄養士・歯科衛生士等が

出前講座や健康講座等を開催し、フレイル予防に向けた普及啓発を行いました。地域からの開催依

頼等により実施個所数は増加しています。引き続き、３課で連携しフレイル予防の取組を進めていきま

す。 
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３ 地域の通いの場を充実する介護予防の推進（P52） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

元気高齢者の介護予防への取

組状況(%) 
32.4 － － 35 

通いの場参加率（％）  ７．４ 7.8 ８．０ 8.0 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

元気高齢者の介護予防への取

組状況(%) 
32.4 － － 34.5 

通いの場参加率（％）  ７．４ 8.1 9.3 － 

 

通いの場参加率は増加しており、アクティブシニア補助金申請団体も増加傾向にあります。 

令和８年度は補助金新規申込団体に対し、高齢者の保健事業と介護予防等の一体的実施事業

で介入を予定しています。活動実態を把握するとともに、専門職を派遣することでより良い介護予防

活動を支援します。 
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４ 多様な主体による総合事業の充実（P53） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

総合事業における多様なサー

ビス（相当サービス以外）の利

用者数（延べ人数）（人） 

9,300 9,500 9,750 10,000 

通所型サービスＣ実施個所数 １ ２ ３ ３ 

サービスＡ従事者研修受講者

数（人） 
７ １０ １０ １０ 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

総合事業における多様なサー

ビス（相当サービス以外）の利

用者数（実利用者数）（人） 

1，952 2,955 ９月頃 確定 ― 

通所型サービスＣ実施個所数 １ ２ ３ ３（予定） 

サービスＡ従事者研修受講者

数（人） 
７ ２ 12 15（見込） 

 

総合事業における多様なサービス（相当サービス以外）の利用者数については、当初、延べ人数

での算出でしたが、地域全体の介護予防のためには幅広い市民の参加が望ましいことから実利用

者数での算出に変更しました。出典は「介護予防・日常生活支援総合事業等（地域支援事業）の実

施状況に関する調査」の通いの場の参加者実人数にサービス A 及び C の実人数を加えた値として

います。（なお、R5 は 2，764 人） 

多様なサービスの利用者数、サービス C 提供事業所数、サービス A 従事者研修受講者数がいず

れも増加傾向であり、多様な主体によるサービス提供が充実してきているといえます。 
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５ 地域包括支援センターの機能強化と体制整備（P54） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

地域包括支援センターの認知状況 

（元気高齢者）（％） 
31.9 － － 35.0 

地域包括支援センターの認知状況

（居宅要支援・要介護者）（％） 
５５．５ － － 57.5 

要支援者の1年後の重症化率

（％） 
18.9 18.0 17.5 17.0 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

地域包括支援センターの認知状況 

（元気高齢者）（％） 
31.9 - - 64.9 

地域包括支援センターの認知状況

（居宅要支援・要介護者）（％） 
５５．５ - - 76.7 

要支援者の1年後の重症化率

（％） 
18.9 18.5 18.3 - 

 

地域包括支援センターは身近な地域の高齢者の総合相談窓口として、周知啓発を行っています。

広報による各種相談に連絡先を掲載しているほか、認知症や介護予防、地域包括ケアに関するイベ

ントでは地域包括支援センター職員が相談コーナーを設けたり、チラシを配布して啓発を行っていま

す。引き続き地域の相談窓口としての周知を行っていきます。 
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６ 地域ケア会議（個別ケア会議、自立支援型ケア会議、推進会議）の推進（P55） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

地域ケア個別会議の件数 

（自立支援型含む）（回） 
７ １２ １２ １２ 

地域ケア推進会議の開催数（回） 12 12 12 12 

地域包括ケア推進会議の開催数

（回） 
1 1 2 2 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

地域ケア個別会議の件数 

（自立支援型含む）（件） 
７ 16 14 － 

地域包括ケア連携会議の開催数

（回） 
12 11 12 - 

地域包括ケア推進会議の開催数

（回） 
1 １ １ - 

 

 地域ケア個別会議、自立支援型地域ケア個別会議は地域包括支援センターが主体となって

取り組んできました。地域ケア個別会議は地域包括支援センター業務の包括的・継続的ケア

マネジメント支援事業を効果的に実施するため、支援が必要な高齢者等への適切な支援を行

えるよう、随時多様な関係者で検討を行います。また個別の支援に留まらず、地域の共通課

題の把握と解決策を検討しています。 

 自立支援型地域ケア個別会議は高齢者の自立支援に資するケアマネジメント、支援の質の

向上を目的に実施してきました。令和７年度からは市が主催し、地域包括支援センターが当

番制で要支援及び事業対象者の自立支援に向けた検討を行い、多職種による効果的な助言を

ケアマネジャーの支援に繋げることを目的に実施してきました。今後も地域包括支援センタ

ー及びケアマネジャーの自立支援に向けた意識向上に向けて回数を重ねていく必要がありま

す。 

 地域包括ケア連携会議では地域ケア個別会議で出された地域課題とその解決策を地域包括

支援センターや市が取り組む内容として検討を行いました。その結果、地域包括支援センタ

ーによる高齢者の実態把握調査等に繋がりました。 
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７ 認知症高齢者、ヤングケアラー等を含む家族介護支援の充実（P56） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

認知症カフェ設置数（箇所） １ ３ ３ ３ 

地域見守り活動に関する連携

協定団体数 
29 33 35 37 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

認知症カフェ設置数（箇所） １ ５ 6  － 

地域見守り活動に関する連携

協定団体数 
29 32 35 － 

 

認知症高齢者、ヤングケアラー等を含む家族介護者への支援として、市内３か所の地域包括支援

センターにおいて個々の状況に応じた相談支援を実施しました。介護事業所等が開設する認知症カ

フェに対しては、認知症地域支援推進員等による人的支援と補助金活用による運営支援を行いまし

た。認知症カフェは、新型コロナウイルスの拡大により設置数が一時減少しましたが、コロナ禍が落ち

着き現在は目標を上回るカフェが開設されています。また、地域見守り活動に関する連携協定団体

数は、年々増加しており、見守り活動の周知・啓発に向け、令和７年度にステッカーを作成し団体への

配布を行いました。今後も地域の関係団体と連携し、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことが

できる地域づくりを推進します。 
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８ 在宅生活を支えるための在宅医療介護連携の推進（P57） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

多職種連携の研修会回数 １ 2 2 2 

在宅療養・ＡＣＰに関する市民

向け講座の実施回数 
０ 1 1 1 

在宅医療・介護連携コーディ

ネーターの配置数（人） 
0 0 0 1 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

多職種連携の研修会回数 １ １ ２ ２（予定） 

在宅療養・ＡＣＰに関する市民

向け講座の実施回数 
０ ０ ０ １（予定） 

在宅医療・介護連携コーディ

ネーターの配置数（人） 
0 ０ １ １ 

 

医療・介護専門職の知識向上、顔の見える関係づくりを目的に、BCP、看取りについての多職種連

携研修会を開催し、令和８年度も開催予定です。ACP（アドバンス・ケア・プランニング）は、令和７年

度には医療介護関係者向けに研修会を実施し、令和８年１月から市医師会とともに作成したリビング

ウィルの運用を開始しました。令和８年度に在宅療養・ACP に関する市民向け講座を開催する予定

です。また、令和７年４月に在宅医療コーディネーターを高齢者介護課へ配置しました。看取りや認知

症への対応を強化した在宅医療と介護の提供体制を構築するため、在宅医療介護連携の取組を進

めます。 
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９自立支援、介護予防・重度化防止に向けた、地域リハビリテーション体制の整備（P58） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

地域ケア会議等への参加回

数 
7 12 12 12 

通いの場等への参加回数 

（リハビリテーション活動支援

事業） 

０ 4 4 8 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

地域ケア会議等への参加回

数 
7 16 14 － 

通いの場等への参加回数 

（リハビリテーション活動支援

事業） 

０ 7 4 － 

 

令和７年度より自立支援型地域ケア会議を定例開催にして、軽度者の介護予防、自立支援に向け

たケアマネジメント力の向上に繋げる仕組みを整えました。令和８年度からは支援が始まって間もな

い高齢者の自立に向けた支援の強化のため、リハビリ専門職等による助言やケアマネジャーと同行

訪問により、予防的支援の促進、ネットワーク強化に取り組んでいます。 

 令和７年度リハビリテーション活動支援事業では運動指導の申請が３件ありました。引き続き、専門

職を派遣することでより良い介護予防活動を支援します。 
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10 認知症の理解の促進と予防に向けた地域づくり（P59） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

認知症サポーター養成数 177  200  250  350  

ステップアップ講座修了者数

（延べ人数） 
22 42 67 102 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

認知症サポーター養成数 177  327 628 － 

ステップアップ講座修了者数

（延べ人数） 
22 44 72 － 

 

認知症サポーター養成数は、養成講座が積極的に開催された結果、目標値を大幅に上回るペー

スでサポーター養成が進みました。ステップアップ講座修了者数については、計画的に講座を開催し

目標値どおりの修了者数となっています。認知症の人と家族を支えられる地域づくりに向け、引き続き

地域関係者と連携し取組を進めていく必要があります。 

 

 

 

11 医療・ケア・介護サービス・介護者等への支援（P60） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

チームオレンジの設置数 0 １ ２ ３ 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

チームオレンジの設置数 0 0 ５ ５ 

 

 認知症の人やその家族の支援ニーズと認知症サポーターステップアップ講座修了者を中心とした

支援をつなぐ仕組みづくりとして、市内５圏域（豊科・穂高・三郷・堀金・明科）ごとにチームオレンジを

設置しました。今後は、ステップアップ講座修了者が具体的に活動できるよう、オレンジコーディネータ

ーと認知症地域支援推進員が地域関係者と連携し、チームオレンジの取組を進めていく必要があり

ます。 
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12 生活支援体制整備事業の推進による地域づくり（P61） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

地域の会やグループに参加し

ている元気高齢者の割合

（％） 

48.2 － － ５５.0 

支え合い事業体制整備補助

金の交付団体数 
3 5 5 5 

生活支援サービスガイドブック 

更新・部数 
－ － 3,000 － 

地域支え合い推進フォーラム

の開催（回） 
１ １ １ １ 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

地域の会やグループに参加し

ている元気高齢者の割合

（％） 

48.2 － － 43.1 

支え合い事業体制整備補助

金の交付団体数 
3 1 3 ６ 

生活支援サービスガイドブック 

更新・部数 
－ － 

2,000 

（更新） 

2,000 

（増刷） 

地域支え合い推進フォーラム

の開催（回） 
１ １ １ ２（見込） 

 

支え合い事業体制整備補助金については、近年は猛暑によるエアコン設置の申請が増加していま

す。エアコンの設置により、夏場も継続して活動ができるようになったといった声が聞かれました。 

生活支援サービスガイドブックは令和７年度末に更新しました。高齢者が興味のある活動を探しや

すいように、これまでの地域ごとまとめての掲載を活動内容ごとまとめて掲載する形に見直しました。

出前講座等で積極的な配布を行い地域の通いの場の増加を図ります。 

 地域支え合い推進フォーラムは令和６年度から見守り協定企業の協力のもと、地域の支え合い事例

の発表や展示ブースでの企業の取組周知、移動販売車での買物・電動車いすの試乗体験等、魅力

的なコーナーを設けることで多くの市民の参加がありました（来場者 R6 118 名 R7 144 名）。引

き続き、多様な主体と連携し、多くの市民の参加を図ります。 
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13 生活支援サービスの充実（P62） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

緊急通報システム利用人数（人） 219  220  225  230  

タクシー券利用者数（人） 456  460  465  470  

訪問理美容サービス利用者数（人） 77  80  85  90  

軽度生活援助利用者数（人） 57  60  65  70  

入浴料金割引券利用枚数（枚） 38,069  38,500  39,000  39,500  

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

緊急通報システム利用人数（人） 219  166 163 - 

タクシー券利用者数（人） 456  520 467 - 

訪問理美容サービス利用者数（人） 77  73 69 - 

軽度生活援助利用者数（人） 57  41 34 - 

入浴料金割引券利用枚数（枚） 38,069  42，586 43，093 - 

 

 

 

14 多様な住まいの確保と環境整備（P63） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

高齢者にやさしい住宅改良促

進事業利用件数 
1  3  3  3  

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

高齢者にやさしい住宅改良促

進事業利用件数 
1  1 5 ２ 
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15 介護施設の基盤整備（P64） 

■目標値 

項目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 備考 

介護老人福祉施設入居者生活

介護の整備【特養転換】（床

数） 

6 - - 開設は令和７年４月 

特定施設入居者生活介護の整

備【混合型】（床数） 
- 16 - 開設は令和８年４月 

 

 

■実績値 

項目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 備考 

介護老人福祉施設入居者生活

介護の整備【特養転換】（床

数） 

４ 

（孝明舘） 
- - 令和７年４月開所 

特定施設入居者生活介護の整

備【混合型】（床数） 
- 0 - 応募事業者なし 

 

 

16 高齢者の虐待防止対策の強化（P65） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

ネットワーク協議会の開催数 - 1  1  1  

虐待防止に関する研修会の開催数 0  0  1  1  

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

ネットワーク協議会の開催数 - 1  1  １  

虐待防止に関する研修会の開催数 0  1  1    
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17 成年後見制度の利用促進（P66） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

成年後見制度講演会及び相談会数 1 1 1 1 

成年後見制度利用支援事業（申立

て）件数 
5 8 8 8 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

成年後見制度講演会及び相談会数 1 1 1  

成年後見制度利用支援事業（申立

て）件数 
5 6 4  

成年後見制度利用支援事業の市長による申立ては毎年数件行っています。特に身寄りがない高

齢者、家族等による経済的虐待等の対応方法の一つとして成年後見制度の利用があります。今後も

増えていく複合的な課題を抱える高齢者の支援として、また高齢者の権利を擁護する点からも関係

機関と連携し、適切に制度に結び付けていく必要があります。 

 

18 消費者被害の防止  →  目標値なし（施策の取組実施） 

19 介護給付適正化の推進（介護給付適正化計画）（P68） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

ケアプラン等の点検（外部講

師によるもの）（数） 
36  11  15  14  

ケアプラン点検講習会（数） 1 1 1 1 

医療情報との突合・縦覧点検

実施率（％） 
100 100 100 100 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

ケアプラン等の点検（外部講

師によるもの）（数） 
36  

12 事業所 

（101 件）  

12 事業所 

（110 件）  

14 事業所 

見込み  

ケアプラン点検講習会（数） 1 1 1 1（１２月予定） 

医療情報との突合・縦覧点検

実施率（％） 
100 100 100 100 見込み 

令和７年度の実績は目標値に達していませんが、３事業分の減は毎年実施している事業所の重複分

がカウントされたことによるものと１事業所は閉鎖によるものです。 
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20 介護サービスの質の向上及び指導監査（P69） 

■目標値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

運営指導実施回数 21 20 39 27 

集団指導実施回数 １ １ １ １ 

研修会の開催回数 ０ １ ２ ３ 

介護相談員の訪問

事業所数 
７ 12 13 １４ 

 

■実績値 

項目 
基準値 

（令和４年度） 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

運営指導実施回数 29 29 38 30 

集団指導実施回数 １ １ １ １ 

研修会の開催回数 ０ 2 ２ 2 

介護相談員の訪問

事業所数 
７ 8 ９  

 

 介護相談員の訪問事業所数は、目標値に達しませんでした。高齢者施設ということで感染症予防

の観点から再開ができない施設があるためです。 

 昨年再開した施設があり１施設増えています。施設数は少ないですが、同一敷地内に別のｻｰﾋﾞｽが

ある事業所へ訪問をさせていただいており、サービス数としては現在14 カ所訪問しています。 

 

 

21 介護サービス等情報公開と利便性の向上 

 目標値なし 
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22 介護人材確保及び資質の向上（P71） 

■目標値 

項目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

事業所連絡協議会

理事会開催回数 
２ ２ ２ 

介護人材確保に向

けた情報発信 
実施 実施 実施 

 

■実績値 

項目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

事業所連絡協議会

理事会開催回数 
２ 2 ２（予定） 

介護人材確保に向

けた情報発信 
実施 実施 実施 

 

 

 

 

23 災害対策及び感染症対策の推進 

目標値なし 

 

 

 

 

 

 

 

※ なお、目標値のないものについては、主な取組みの施策について、それぞれ取り組みが 

  実施されております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



厚生労働省 老健局

基本指針の構成について

社会保障審議会
介護保険部会（第135回） 資料２－１

令和８年６月29日



第10期介護保険事業（支援）計画の基本指針（大臣告示）のポイント（案）

○ 2040年にかけて地域のサービス需要が変化していく中で、第10期介護保険事業（支援）計画から、都道府県が積極的に関与しな
がら、2040年等の中長期の介護サービス見込量を見据えて策定していくことが更に重要となる。

○ その際、「中山間・人口減少地域対応」「医療・介護連携」「高齢者向け住まい」「人材確保、生産性向上・経営改善支援」等に
ついて、第９期までの取組を前提に、第10期計画における位置付けを明確化した上で、必要な取組を進めることが必要。

○介護サービス基盤の計画的な整備

① 介護保険事業（支援）計画の策定
・ 中長期的な地域の人口動態や介護ニーズの見込み等を適切に捉えて、都道府県と市町村が2040年度を見据えた中長期
的な推計を実施し、共通の課題認識を持った上で、地域の関係者を含めてサービス提供体制の在り方を検討。

・ 計画策定における都道府県の関与や医療・介護連携の強化等のため、計画の策定過程における議論のプロセスを整理。
・ 計画策定に当たって都道府県・市町村や関係者が確認すべき指標や状況の提示等により、地域の現状把握・分析や計画
策定を支援。

② 地域の実情に応じたサービス提供体制の構築
・ 地域の類型（中山間・人口減少地域、大都市部、一般市等）を念頭に置いた計画策定。中山間・人口減少地域において
は、関係者の意見を聞きながら、必要な対応（人材確保や生産性向上等の施策、新たな類型を含む特例介護サービスの活
用等）について議論。

・ 医療との連携状況や有料老人ホーム等の高齢者向け住まいの入居の状況等を踏まえたサービス提供体制の構築。

○地域包括ケアシステムの深化

① 総合事業の多様なサービス・活動の充実に向け、多様な主体とのつながりづくり等の更なる支援や質の向上を図るための
分析・評価等を推進。

② 頼れる身寄りがいない高齢者等の生活ニーズを地域課題として解決するため、関係者を含めて地域全体で対応を協議し、
切れ目のない支援が提供される地域づくりを推進。

③ 認知症基本法及び認知症施策推進基本計画を踏まえた取組の推進。

○介護人材確保と職場環境改善に向けた生産性向上、経営改善支援等

① 都道府県が主体となって介護人材確保に関するプラットフォームを構築するとともに、生産性向上等の取組の促進を図る
ための協議会を設置し、地域の関係者が協働して課題解決に向けた実践的な取組を推進。

② テクノロジーの更なる活用等による生産性向上や、協働化・大規模化の推進等による経営基盤の強化等を推進。

見直しのポイント（案）

1



第1 0期計画において記載を充実する事項（案）

○ 介護サービス基盤の計画的な整備
①介護保険事業（支援）計画の策定
・ 2040年度を見据えた中長期的な推計の実施。都道府県と市町村が共通の課題認識を持った上で、地域における2040年に向けたサービス
提供の在り方について、広域的に議論する体制の構築

・ 計画策定における都道府県の関与や医療・介護連携の強化等のため、計画策定過程における議論のプロセスや都道府県・市町村の医療・
介護担当者等の関係者で議論すべき内容の明確化

・ 計画策定に当たって都道府県・市町村や関係者が確認すべき指標や状況等の提示
・ 介護保険事業（支援）計画におけるロジックモデルの活用やPDCAサイクルに沿った計画策定の推進

 ②地域の実情に応じたサービス提供体制の構築
・ 「時間軸」及び「地域軸」の両視点から、地域の類型（中山間・人口減少地域、大都市部、一般市等）を念頭に置いた計画策定の重要性
・ 中山間・人口減少地域におけるサービス提供体制の確保のために必要な対応（人材確保や生産性向上等の施策、新たな類型を含む特例介
護サービスの活用等）の推進

・ 介護サービスの基盤整備にあたり、医療との連携状況や有料老人ホーム等の高齢者向け住まいの入居定員総数や要介護者等の状況の勘案
・ 中山間・人口減少地域等において真にやむを得ない場合における高齢者事業の廃止・転用等

○ 地域包括ケアシステムの深化
・ 改正住宅セーフティネット法を踏まえた、住宅部局と福祉部局の連携の重要性
・ 総合事業の多様なサービス・活動の充実に加え、総合事業に該当しない多様な活動や事業を含めた取組の重要性
・ 介護予防と地域の支え合いを一体的に実施する拠点の整備・運営
・ 頼れる身寄りがいない高齢者等への地域包括支援センター等による相談対応の明確化、切れ目のない支援が提供される地域づくりの推進
・ 認知症基本法の成立及び認知症施策推進基本計画を踏まえた取組の推進
・ 高齢者向け住まいにおける虐待防止や、養護者に該当しない同居者等からの虐待防止の推進
・ 災害や感染症に対する備えとして、地域包括支援センターの業務継続に向けた計画等を策定し、平時からの地域における関係構築や訓練
の実施等の重要性

○ 介護人材確保と職場環境改善に向けた生産性向上、経営改善支援等

・ 介護人材確保、生産性向上、経営改善支援策等に関する取組の充実（多様な人材の確保・育成、離職防止・定着促進、介護職の魅力向上、
外国人材の受入環境整備、介護テクノロジーの導入促進、協働化等の推進等）

2

○ 第10期の基本指針においては、介護保険部会「介護保険制度の見直しに関する意見」等を踏まえ、主に以下の事項につい
て記載を充実してはどうか。



基本指針の全体構成について（基本的考え方）  

第一 サービス提供体制の確保及び事業実施に関する基本的事項

一 地域包括ケアシステムの基本的理念
二 中長期的な目標
三 医療計画との整合性の確保
四 地域包括ケアシステムの構築を進める地域づくりと地域ケア会議・生活支援体制整備の推進
五 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向上の推進等
六 介護に取り組む家族等への支援の充実
七 認知症施策の推進
八 高齢者虐待防止対策の推進
九 介護現場の安全性の確保及びリスクマネジメントの推進
十 介護サービス情報の公表
十一 介護サービス事業者経営情報の調査及び分析等
十二 効果的・効率的な介護給付の推進
十三 都道府県による市町村支援並びに都道府県・市町村間及び市町村相互間の連携
十四 介護保険制度の立案及び運用に関するPDCAｻｲｸﾙの推進
十五 保険者機能強化推進交付金等の活用
十六 災害・感染症対策に係る体制整備

第二 市町村介護保険事業計画の作成に関する事項

一 市町村介護保険事業計画の作成に関する事項
二 市町村介護保険事業計画の基本的記載事項
三 市町村介護保険事業計画の任意記載事項

第三 都道府県介護保険事業支援計画の作成に関する事項

一 都道府県介護保険事業支援計画の作成に関する事項
二 都道府県介護保険事業支援計画の基本的記載事項
三 都道府県介護保険事業支援計画の任意記載事項

現行の構成

第一 サービス提供体制の確保及び事業実施に関する基本的事項

第二 市町村介護保険事業計画の作成に関する事項

第三 都道府県介護保険事業支援計画の作成に関する事項

見直し後の構成の考え方

基本理念・地域包括ケアの推進、
共通して取り組むべき事項に関すること

前文前文

計画作成等に係る手続に関すること

基本的記載事項（必須記載事項）に関すること

任意記載事項に関すること ※趣旨は第一に記載し、専ら市町村が行うことを記載

計画作成等に係る手続に関すること

基本的記載事項（必須記載事項）に関すること

任意記載事項に関すること ※趣旨は第一に記載し、専ら都道府県が行うことを記載

計画作成の基本的考え方、作成手順、
計画の進捗管理に関すること

別表 参酌標準別表２ 参酌標準

別表１ 地域分析指標

第四 指針の見直し 第四 指針の見直し

左記の考え方
に沿って
構成を整理
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基本指針の構成について①（第一 基本的事項）  

改正案 現行

一 2040年に向けた地域包括ケアシステムの深化と地域共生社会の実現

１ 自立支援、介護予防・重度化防止の推進

２ 地域の実情に応じた介護給付等対象サービスの充実・強化

３ 在宅医療の充実及び在宅医療・介護連携を図るための体制の整備

４ 日常生活を支援する体制の整備

５ 地域包括ケアシステムの構築を進める地域づくりと地域ケア会議・生活支援体制整

備の推進

６ 介護に取り組む家族等への支援の充実

７ 認知症施策の推進

８ 高齢者の住まいの安定的な確保

９ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向上の推進、経

営改善支援等

10 その他介護保険事業の円滑な実施を確保するために必要な事項

（一）高齢者虐待防止対策の推進

（二）介護現場の安全性の確保及びリスクマネジメントの推進

（三）介護サービス情報の公表

（四）介護サービス事業者経営情報の調査及び分析等

（五）災害・感染症対策に係る体制整備

二 介護保険事業（支援）計画の作成に関する事項

１ 都道府県による市町村支援並びに都道府県・市町村間及び市町村相互間の連携

２ 地域医療構想等との整合性の確保

３ 効果的・効率的な介護給付の推進

４ 介護保険制度の立案及び運用に関するPDCAサイクルの推進

５ 保険者機能強化推進交付金等の活用

一 地域包括ケアシステムの基本的理念と地域共生社会の実現

１ 自立支援、介護予防・重度化防止の推進

２ 介護給付等対象サービスの充実・強化

３ 在宅医療の充実及び在宅医療・介護連携を図るための体制の整備

４ 日常生活を支援する体制の整備

５ 高齢者の住まいの安定的な確保

二 中長期的な目標

三 医療計画との整合性の確保

四 地域包括ケアシステムの構築を進める地域づくりと地域ケア会議・生活支援体制整備

の推進

五 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向上の推進等

六 介護に取り組む家族等への支援の充実

七 認知症施策の推進

八 高齢者虐待防止対策の推進

九 介護現場の安全性の確保及びリスクマネジメントの推進

十 介護サービス情報の公表

十一 介護サービス事業者経営情報の調査及び分析等

十二 効果的・効率的な介護給付の推進

十三 都道府県による市町村支援並びに都道府県・市町村間及び市町村相互間の連携

十四 介護保険制度の立案及び運用に関するPDCAサイクルの推進

十五 保険者機能強化推進交付金等の活用

十六 災害・感染症対策に係る体制整備

統合
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基本指針の構成について②（第二 市町村介護保険事業計画）  

改正案 現行

一 市町村介護保険事業計画の作成に関する基本的事項

１ 基本理念､達成しようとする目的及び地域の実情に応じた特色の明確化､施策の達成

状況の評価等

２ 要介護者等地域の実態の把握等

３ 市町村介護保険事業計画の作成のための体制の整備

４ 都道府県との連携

５ 第10期の目標

６ 目標の達成状況の点検、調査及び評価等並びに公表

７ 他の計画との関係

８ その他

二 市町村介護保険事業計画の基本的記載事項

１ 日常生活圏域

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの量の見込み及び2040年度を含

む中長期的な推計

３ 各年度における地域支援事業の量の見込み及び2040年度を含む中長期的な推計

４ 2040年を見据えた中長期的なサービス提供体制の確保に関して取り組むべき事項

５ 被保険者の地域における自立した日常生活の支援、要介護状態等となることの予防又

は要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止及び介護給付の適正化への取組及び目標設定

三 市町村介護保険事業計画の任意記載事項

１ 地域包括ケアシステムの深化・推進のため重点的に取り組むことが必要な事項

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの見込量の確保のための方策

３ 各年度における地域支援事業に要する費用の額及びその見込量の確保のための方策

４ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向上の推進、経

営改善支援等

５ 介護給付等対象サービス及び地域支援事業の円滑な提供を図るための事業等に関す

る事項

６ 認知症施策の推進

７ 特定施設入居者生活介護の指定を受けていない有料老人ホーム及びサービス付き高

齢者向け住宅の入居定員総数及び要介護者等の入居状況

８ 地域包括支援センター及び生活支援・介護予防サービスの情報公表に関する事項

９ 市町村独自事業に関する事項

10 災害に対する備えの検討

11 感染症に対する備えの検討

一 市町村介護保険事業計画の作成に関する基本的事項

１ 基本理念､達成しようとする目的及び地域の実情に応じた特色の明確化､施策の達成

状況の評価等

２ 要介護者等地域の実態の把握等

３ 市町村介護保険事業計画の作成のための体制の整備

４ 中長期的な推計及び第９期の目標

５ 目標の達成状況の点検、調査及び評価等並びに公表

６ 日常生活圏域の設定

７ 他の計画との関係

８ その他

二 市町村介護保険事業計画の基本的記載事項

１ 日常生活圏域

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの量の見込み

３ 各年度における地域支援事業の量の見込み

４ 被保険者の地域における自立した日常生活の支援、要介護状態等となることの予防又

は要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止及び介護給付の適正化への取組及び目標設定

三 市町村介護保険事業計画の任意記載事項

１ 地域包括ケアシステムの深化・推進のため重点的に取り組むことが必要な事項

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの見込量の確保のための方策

３ 各年度における地域支援事業に要する費用の額及びその見込量の確保のための方策

４ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向上の推進等

５ 介護給付等対象サービス及び地域支援事業の円滑な提供を図るための事業等に関す

る事項

６ 認知症施策の推進

７ 特定施設入居者生活介護の指定を受けていない有料老人ホーム及びサービス付き高

齢者向け住宅の入居定員総数

８ 地域包括支援センター及び生活支援・介護予防サービスの情報公表に関する事項

９ 市町村独自事業に関する事項

10 災害に対する備えの検討

11 感染症に対する備えの検討

統合

独立
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改正案 現行

一 都道府県介護保険事業支援計画の作成に関する基本的事項

１ 基本理念、達成しようとする目的及び地域の実情に応じた特色の明確化、施策の達

成状況の評価等

２ 要介護者等の実態の把握等

３ 都道府県介護保険事業支援計画の作成のための体制の整備

４ 市町村への支援等

５ 第10期の目標

６ 目標の達成状況の点検、調査及び評価等並びに公表

７ 市町村介護保険事業計画及び他の計画との関係

８ その他

二 都道府県介護保険事業支援計画の基本的記載事項

１ 老人福祉圏域

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの量の見込み及び2040年度を含

む中長期的な推計

３ 2040年を見据えた中長期的なサービス提供体制の確保に関して取り組むべき事項

４ 市町村が行う被保険者の地域における自立した日常生活の支援、要介護状態等とな

ることの予防又は要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止及び介護給付の適正化への

取組への支援に関する取組及び目標設定

５ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向上の推進、経

営改善支援等及び目標設定

三 都道府県介護保険事業支援計画の任意記載事項

１ 地域包括ケアシステムの深化・推進のための支援に関する事項

２ 介護給付等対象サービスを提供するための施設における生活環境の改善を図るため

の事業に関する事項

３ 介護給付等対象ｻｰﾋﾞｽ及び地域支援事業の円滑な提供を図るための事業に関する事項

４ 認知症施策の推進

５ 特定施設入居者生活介護の指定を受けていない有料老人ホーム及びサービス付き高

齢者向け住宅の入居定員総数及び要介護者等の入居状況

６ 介護サービス情報の公表に関する事項

７ 介護サービス事業者経営情報の調査及び分析等

８ 災害に対する備えの検討

９ 感染症に対する備えの検討

一 都道府県介護保険事業支援計画の作成に関する基本的事項

１ 基本理念、達成しようとする目的及び地域の実情に応じた特色の明確化、施策の達

成状況の評価等

２ 要介護者等の実態の把握等

３ 都道府県介護保険事業支援計画の作成のための体制の整備

４ 市町村への支援

５ 中長期的な推計及び第９期の目標

６ 目標の達成状況の点検、調査及び評価等並びに公表

７ 老人福祉圏域の設定

８ 他の計画との関係

９ その他

二 都道府県介護保険事業支援計画の基本的記載事項

１ 老人福祉圏域

２ 各年度における介護給付等対象サービスの種類ごとの量の見込み

３ 市町村が行う被保険者の地域における自立した日常生活の支援、要介護状態等とな

ることの予防又は要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止及び介護給付の適正化への

取組への支援に関する取組及び目標設定

４ 老人福祉圏域を単位とする広域的調整

５ 市町村介護保険事業計画との整合性の確保

三 都道府県介護保険事業支援計画の任意記載事項

１ 地域包括ケアシステムの深化・推進のための支援に関する事項

２ 介護給付等対象サービスを提供するための施設における生活環境の改善を図るため

の事業に関する事項

３ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向上の推進等

４ 介護給付等対象ｻｰﾋﾞｽ及び地域支援事業の円滑な提供を図るための事業に関する事項

５ 認知症施策の推進

６ 特定施設入居者生活介護の指定を受けていない有料老人ホーム及びサービス付き高

齢者向け住宅の入居定員総数

７ 介護サービス情報の公表に関する事項

８ 介護サービス事業者経営情報の調査及び分析等

９ 災害に対する備えの検討

10 感染症に対する備えの検討

基本指針の構成について③（第三 都道府県介護保険事業支援計画）

統合

統合

統合

6※第134回社会保障審議会介護保険部会（前回）資料からの変更箇所は青字



基本指針の記載事項について（第一  基本的事項①）

項目（前文、第一 基本的事項） 見直しの方針案

前文 ・過年度の経緯に関する記載は削除。(P2)
・2040年に向けて人口減少やサービス需要の変化に地域差が生じることなど、第10期計画の策定に
向けた背景や現状について記載。(P2)

・人材確保、生産性向上による職場環境改善、経営改善に向けた支援について、都道府県や市町村、
地域の関係者が対策を議論し、講じていくことについて記載。(P3)

・介護現場における生産性向上の基本的な考え方について記載。(P3)

一 2040年に向けた地域包括ケアシステムの深化と地域共生社会の実現 ・国が介護人材確保や生産性向上、経営改善支援、科学的介護の推進を推進していく役割があること
について記載。(P3)

・2040年に向けた地域包括ケアシステムの深化と地域共生社会の実現に関する方向性について記載。
(P3)

１ 自立支援、介護予防・重度化防止の推進 ・介護予防と地域の支え合いを一体的に実施する拠点の整備・運営の重要性について記載。(P6)

２ 地域の実情に応じた介護給付等対象サービスの充実・強化 ・地域の類型（中山間・人口減少地域、大都市部、一般市等）の考え方や、地域の類型を踏まえた
サービス提供体制・支援体制の構築について記載。(P6)

３ 在宅医療の充実及び在宅医療・介護連携を図るための体制の整備 ・入院のみならず、外来・在宅、介護との連携等も対象となった新たな地域医療構想等との接続の観
点から、地域における様々な場面や主体間での医療・介護連携の重要性について記載。(P8)

４ 日常生活を支援する体制の整備 ・第10期期間中においても引き続き総合事業の充実に向けて取組を進めることの重要性について記載。
(P9)

・総合事業にかかる継続利用要介護者が利用可能なサービスについて記載。(P9)

５ 地域包括ケアシステムの構築を進める地域づくりと地域ケア会議・生
活支援体制整備の推進

・地域包括支援センターと居宅介護支援事業所の連携や役割分担等について記載。(P9)
・頼れる身寄りがいない高齢者等への支援について、地域ケア会議等を活用しながら地域全体で対応
を協議し、切れ目のない支援が提供される地域づくりを推進することの重要性について記載｡(P10)

６ 介護に取り組む家族等への支援の充実 ・家族介護者への相談支援について、家族介護者支援に係る実態・ニーズを踏まえ、複雑化・複合化
した課題を抱える高齢者とその家族への支援や、家族介護者の働き方の希望等に配慮した支援の重
要性について記載。(P10)

７ 認知症施策の推進 ・認知症基本法の成立及び認知症施策推進基本計画の策定に伴う記載内容の見直し。(P11)

８ 高齢者の住まいの安定的な確保 ・有料老人ホームに係るサービスの質や事業運営の透明性の確保について記載。(P14)
・改正住宅セーフティネット法を踏まえた住宅部局と福祉部局との連携の重要性について記載｡(P14)

（見直し後の構成に基づき整理）

7

構成等の見直し案（第134回部会から追加した主な内容は赤字で記載）
※「見直しの方針案」のページ番号は資料２－２「基本指針（案）について（新旧案）」のページに対応。



基本指針の記載事項について（第一  基本的事項②）

項目（前文、第一 基本的事項） 見直しの方針案

９ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向
上の推進、経営改善支援等

・介護人材確保、生産性向上等による職場環境改善、経営改善支援等について、プラットフォームや協
議会の構築・活用を中心に取組の全体像について記載。(P15)

10 その他介護保険事業の円滑な実施を確保するために必要な事項

（一）高齢者虐待防止対策の推進 ・高齢者向け住まい等における虐待防止や、養護者に該当しない同居者等からの虐待防止の推進につい
て記載。(P17)

（二）介護現場の安全性の確保及びリスクマネジメントの推進 ・国・都道府県・市町村に求められる役割を整理し、介護現場に対する指導や支援等を行うことの重要
性について記載。(P18)

（三）介護サービス情報の公表 ―

（四）介護サービス事業者経営情報の調査及び分析等 ・国が整備している介護サービス事業者経営情報に関するデータベースについて記載。(P19)

（五）災害・感染症対策に係る体制整備 ・災害発生時に様々な応急対策活動の拠点として機能することが見込まれる介護施設等について、平時
から状況把握に努めるとともに、緊密に連携することの重要性について記載。(P19)

・介護施設等における防災・減災対策を推進するための計画的かつ着実な施設及び設備等の必要な整備
を支援することについて記載。(P19)

・市町村による支援・連携のもと地域包括支援センターとしての業務継続に向けた計画等を策定し、平
時からの業務整理、地域における関係構築、訓練の実施等に活かすことについて記載。(P20)

二 介護保険事業（支援）計画の作成に関する事項

１ 都道府県による市町村支援並びに都道府県・市町村間及び市町村相互
間の連携

・2040年に向けた中長期的な推計にあたり、共通の課題認識をもって議論を行うことや市町村を越え
た広域的な議論をする体制の構築などの取組を進めることについて記載。(P21)

２ 地域医療構想等との整合性の確保 ・医療・介護連携を推進するため、総合確保方針に基づく医療と介護の協議の場について、介護保険事
業（支援）計画の検討の初期段階で開催する等の必要な取組を行うことの重要性について記載。
(P23)

・本指針が今後策定される医療情報化推進方針に則して定めるとされていることを踏まえた対応につい
て記載。(P23)

３ 効果的・効率的な介護給付の推進 ・介護給付の地域差について、サービス種類別、要介護度別、サービスの提供場所等の観点から総合的
に分析し、その要因を明らかにするよう努めることについて記載。(P30)

４ 介護保険制度の立案及び運用に関するPDCAサイクルの推進 ・PDCAサイクルに沿った計画策定の基本的な考え方やロジックモデルの活用について記載。(P31)

５ 保険者機能強化推進交付金等の活用 ・自治体による介護予防の取組の充実や、中山間・人口減少対応等の新たな役割が発揮できるよう保険
者機能の更なる強化につなげていくこと、地域の実情に応じて高齢者の自立支援・重度化防止に向け
た成果目標等を設定した取組を推進していくことの重要性について記載。（P32）

（見直し後の構成に基づき整理）
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基本指針の記載事項について（第二  市町村計画、第三  都道府県計画①）

項目①（第二 市町村計画） 項目②（第三 都道府県計画） 見直しの方針案

一 市町村介護保険事業計画の作成に関する基本
的事項

一 都道府県介護保険事業支援計画の作成に関す
る基本的事項

１ 基本理念、達成しようとする目的及び地域
の実情に応じた特色の明確化、施策の達成状
況の評価等

１ 基本理念、達成しようとする目的及び地域
の実情に応じた特色の明確化、施策の達成状
況の評価等

◎計画策定にあたっては、｢時間軸｣、｢地域軸｣の両視点を念頭に置き、
地域住民等の関係者を交えて議論することについて記載。(P33､80)

◎計画策定の前提となる地域の現状等を把握・分析する際に、別表１に
掲げる指標を参考とすることについて記載。(P34､80)

２ 要介護者等地域の実態の把握等 ２ 要介護者等の実態の把握等 ◎都道府県と市町村が共有の課題認識を持ってサービス提供のあり方を
議論することについて記載。(P34､81)

◎地域密着型サービスの整備促進について記載。(P35､81)
○分析対象として介護サービスの提供状況の地域差を示す指標を追加｡

(P35)
○計画策定の前提となる地域の現状等を把握・分析する際に、別表１に
掲げる指標を参考とすることについて記載。 (P35)

３ 市町村介護保険事業計画の作成のための体
制の整備

３ 都道府県介護保険事業支援計画の作成のた
めの体制の整備

◎介護保険事業（支援）計画作成委員会の構成員の例示として、住宅関
係者を追加。(P38､82)

●複数の市町村が市町村介護保険事業計画の共同作成に取り組む場合に、
都道府県が支援を行うことの必要性について記載｡(P82)

４ 都道府県との連携 ４ 市町村への支援等 ◎都道府県と市町村との連携等が重要な事項の具体例（※）について記
載。(P38､84)
※都道府県と市町村の連携等が重要な事項（例）
・中山間・人口減少地域において人材確保やＩＣＴ機器の活用等の
生産性向上に係る支援を行うことや、それでもなおやむを得ない場
合に新たな特例介護サービスや対象地域の検討。

・ 介護サービスの見込み量を適切に定めるために有料老人ホームや
サービス付き高齢者向け住宅の入居定員総数や入居者の状況等の把
握に関する連携。

・有料老人ホーム内等で提供される居宅サービスに対するケアプラ
ン点検や指導監督の趣旨や観点（本人の自立支援や重度化防止等に
資すること等）。

●老人福祉圏域ごとの広域的調整を進めるため、意見交換の場を設ける
等により、都道府県と市町村が緊密な連携を図ることの重要性につい
て記載。(P84)

５ 第10期の目標 ５ 第10期の目標 ◎中長期的な推計（県は県全域及び老人福祉圏域別に作成）を踏まえて
第10期の保険料や具体的な施策を定めることについて記載。(P40､
86)

（見直し後の構成に基づき整理） （脚注）◎：都道府県計画・市町村計画共通、○：市町村計画、●：都道府県計画
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基本指針の記載事項について（第二  市町村計画、第三  都道府県計画②）

項目①（第二 市町村計画） 項目②（第三 都道府県計画） 見直しの方針案

６ 目標の達成状況の点検、調査及び評価等並
びに公表

６ 目標の達成状況の点検、調査及び評価等並
びに公表

●点検ツールを活用した市町村が施策・事業の振り返りを行うための支
援等について記載。(P87)

７ 他の計画との関係 ７ 市町村介護保険事業計画及び他の計画との
関係

（一）市町村介護保険事業計画との整合性の確
保

●基本的記載事項から移行。(P88)

（一）市町村老人福祉計画との一体性 （二）都道府県老人福祉計画との一体性 ―

（二）市町村計画との整合性 （三）都道府県計画との整合性 ―

（四）地域医療構想及び医療計画との整合性 ●介護保険事業（支援）計画の作成過程における都道府県や市町村の医
療・介護担当者等の関係者で議論すべき内容や時期等に関する基本的
な考え方について記載。(P89)

（三）市町村地域福祉計画等との調和 （五）都道府県地域福祉支援計画との調和 ○重層的支援体制整備事業に加えて、小規模市町村における新たな事業
について記載。(P43)

（四）市町村高齢者居住安定確保計画との調和 （六）都道府県高齢者居住安定確保計画との調
和

―

（五）認知症施策推進基本計画を踏まえた取組 （七）認知症施策推進基本計画を踏まえた取組 ◎認知症基本法の成立及び認知症施策推進基本計画の策定に伴う記載内
容の見直し。(P45､92)

（六）その他法律の規定による計画等との調和 （八）その他法律の規定による計画等との調和 ◎調和を保つものとする計画を列挙する形で整理。(P47､93)

８ その他 ８ その他 ―

二 市町村介護保険事業計画の基本的記載事項 二 都道府県介護保険事業支援計画の基本的記載
事項

１ 日常生活圏域 １ 老人福祉圏域 ◎圏域設定の考え方等に関する項目を統合・整理。(P47､94)

２ 各年度における介護給付等対象サービスの
種類ごとの量の見込み及び2040年度を含む中
長期的な推計

２ 各年度における介護給付等対象サービスの
種類ごとの量の見込み及び2040年度を含む中
長期的な推計

◎2040年度を含む中長期的な推計を行うこと、各年度や中長期的な推計
にあたっては、高齢者向け住まいの整備状況や医療との連携の状況を
勘案することについて記載。(P48､94)

○地域密着型サービスについて、地域住民や医療機関等への周知及び整
備の推進、隣接市町村間の連携によるサービス活用推進の必要性につ
いて記載。（P48）

（見直し後の構成に基づき整理） （脚注）◎：都道府県計画・市町村計画共通、○：市町村計画、●：都道府県計画
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基本指針の記載事項について（第二  市町村計画、第三  都道府県計画③）

項目①（第二 市町村計画） 項目②（第三 都道府県計画） 見直しの方針案

３ 各年度における地域支援事業の量の見込み
及び2040年度を含む中長期的な推計

○2040年度を含む中長期的な推計を行うこと、各年度や中長期的な推計
にあたっては、高齢者向け住まいの整備状況や医療との連携の状況を
勘案することについて記載。(P51)

○総合事業に係る継続利用要介護者の利用可能なサービスについて記載。
(P51)

○通いの場の参加率の目標値を2040年までに更新。(P52)。
○介護予防と地域の支え合いを一体的に実施する拠点の整備・運営の重
要性について記載。(P52)

○介護予防ケアマネジメントについて居宅介護支援事業所による直接実
施が可能となることについて記載。(P53)

４ 2040年を見据えた中長期的なサービス提供
体制の確保に関して取り組むべき事項

３ 2040年を見据えた中長期的なサービス提供
体制の確保に関して取り組むべき事項

◎2040年を見据えた中長期的なサービス提供体制の確保に関して取り組
むべき事項（中山間・人口減少地域対応、医療・介護連携、高齢者向
け住まい、人材確保・生産性向上・経営改善支援等）について記載。
(P53､96)

５ 被保険者の地域における自立した日常生活
の支援、要介護状態等となることの予防又は
要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止及び
介護給付の適正化への取組及び目標設定

４ 市町村が行う被保険者の地域における自立
した日常生活の支援、要介護状態等となるこ
との予防又は要介護状態等の軽減若しくは悪
化の防止及び介護給付の適正化への取組への
支援に関する取組及び目標設定

●都道府県が伴走的な支援や生活支援体制整備に係るプラットフォーム
の構築といった多様な主体とのつながりづくり等の更なる支援を行う
ことの重要性等について記載。(P99)

○頼れる身寄りのない高齢者等への支援について、地域包括支援セン
ター等の業務負担軽減等に留意しつつ、地域全体の課題として連携・
議論を行い、連携先の整理や社会資源の検討を行いながら、改めて市
町村における相談支援体制の整備を行うことが重要である旨記載。
（P55）

○総合事業に係る継続利用要介護者の利用可能なサービスについて記載。
(P56)

５ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保
及び介護現場の生産性の向上の推進、経営改
善支援等及び目標設定

●介護人材確保、生産性向上等による職場環境改善、経営改善支援等に
ついて、プラットフォームの構築・活用や目標設定など、具体的な記
載事項や取組（人材推計の実施、多様な人材の確保・育成、離職防
止・定着促進・生産性向上、経営改善支援、介護職の魅力向上、ハラ
スメントへの対応、外国人材の受入環境整備等）について記載。
(P101)

●生産性向上、経営改善支援等については、協議会の活用や目標設定な
ど、具体的な記載事項や取組（介護事業者からの相談対応や伴走支援、
経営の協働化による経営基盤の強化等）について記載。(P102)

●訪問看護に関する総合的な支援について記載。(P106)
●「電子申請・届出システム」の利用推進による介護分野の文書負担軽
減の重要性について記載（P106）

（見直し後の構成に基づき整理） （脚注）◎：都道府県計画・市町村計画共通、○：市町村計画、●：都道府県計画
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基本指針の記載事項について（第二  市町村計画、第三  都道府県計画④）

項目①（第二 市町村計画） 項目②（第三 都道府県計画） 見直しの方針案

三 市町村介護保険事業計画の任意記載事項 三 都道府県介護保険事業支援計画の任意記載事項

１ 地域包括ケアシステムの深化・推進のため
重点的に取り組むことが必要な事項

１ 地域包括ケアシステムの深化・推進のため
の支援に関する事項

（一）在宅医療・介護連携の推進 （一）在宅医療・介護連携の推進 ◎既存会議体等を活用した高齢者施設と協力医療機関のマッチング支援
について記載。(P58､107)

（二）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実
施

（二）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実
施

◎一体的実施の取組に関し、質の向上及び量の拡充を図るフェーズに移
行していることについて記載。(P59､107)

（三）生活支援・介護予防サービスの基盤整備
の推進

（三）生活支援・介護予防サービスの基盤整備
の推進

◎互助の推進について追記し、多様な主体の例示について記載。(P59､
107)

○多様な活動や事業を含めた地域の支え合い体制の状況把握の重要性に
ついて記載。(P60)

●都道府県が伴走的な支援や生活支援体制整備に係るプラットフォーム
の構築といった多様な主体とのつながりづくり等の更なる支援を行う
ことの重要性等について記載。(P108)

（四）地域ケア会議の推進 （四）地域ケア会議の推進 ◎頼れる身寄りがいない高齢者等への支援について、市町村が主体と
なって関係者を含めて地域全体で対応を協議し、必要に応じて社会資
源の創出を図るなど、利用者への切れ目のない支援が提供される地域
づくりの推進、都道府県による支援について記載。(P60､108)

○地域包括支援センターが実施する包括的支援事業（総合相談支援事業、
包括的・継続的ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ支援事業）において、頼れる身寄りがいな
い高齢者等への相談対応等を行うことを明確化すること、地域の関係
者との協働や多機関連携を更に推進していくことについて記載｡(P61)

（五）介護予防の推進 ー

（五）高齢者の居住安定に係る施策との連携 （六）高齢者の居住安定に係る施策との連携 ◎改正住宅セーフティネット法を踏まえた住宅部局と福祉部局との連携
の重要性について記載。(P62､109)

２ 各年度における介護給付等対象サービスの
種類ごとの見込量の確保のための方策

○特に中山間・人口減少地域において、真にやむを得ない場合における
高齢者事業の廃止・転用等について記載。(P62)

○新たな特例介護サービスについて関係者の意見を聞くことの重要性に
ついて記載。(P63)

３ 各年度における地域支援事業に要する費用
の額及びその見込量の確保のための方策

○総合事業の実施状況の評価の際、各サービス・活動の質の向上のため
に、利用者の要介護度や利用者への効果に着目して分析・評価を行う
ことの重要性について記載。(P65)

（見直し後の構成に基づき整理） （脚注）◎：都道府県計画・市町村計画共通、○：市町村計画、●：都道府県計画
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基本指針の記載事項について（第二  市町村計画、第三  都道府県計画⑤）

項目①（第二 市町村計画） 項目②（第三 都道府県計画） 見直しの方針案

２ 介護給付等対象サービスを提供するための
施設における生活環境の改善を図るための事
業に関する事項

●中山間・人口減少地域において、真にやむを得ない場合における高齢
者事業の廃止・転用等について記載。(P110)

４ 地域包括ケアシステムを支える人材の確保
及び介護現場の生産性の向上の推進、経営改
善支援等

○介護人材確保や生産性向上等による職場環境改善に加えて、経営改善
支援について記載。(P65)

○介護人材確保について、プラットフォームの構築・活用を中心に、具
体的な記載事項や取組（多様な人材の確保・育成、離職防止・定着促
進・生産性向上、経営改善支援、介護職の魅力向上、外国人材の受入
環境整備等）について記載。(P65)

○生産性向上、経営改善支援等に関し、協議会を活用した取組の推進な
ど、具体的な記載事項や取組について記載。(P67)

○「電子申請・届出システム」の利用推進による介護分野の文書負担軽
減の重要性について記載。(P70)

５ 介護給付等対象サービス及び地域支援事業
の円滑な提供を図るための事業等に関する事
項

３ 介護給付等対象サービス及び地域支援事業
の円滑な提供を図るための事業に関する事項

（一）介護給付等対象サービス ―

（二）総合事業 ○総合事業に係る継続利用要介護者が利用可能なサービスについて記載。
(P71)

（三）地域包括支援センターの設置、適切な運
営及び評価並びに体制の強化

○地域包括支援センターの体制整備に向けた取組として、居宅介護支援
事業所による介護予防ケアマネジメントの直接実施等について記載。
(P72)

○地域包括支援センターの事業評価指標も活用しながら機能強化を図る
重要性について記載。(P72)

○地域包括支援センターの業務継続に向けた計画等の策定・見直しにつ
いて記載。(P73)

（四）介護に取り組む家族等への支援の充実 ○家族介護者支援の充実に向けて、家族介護支援事業をはじめとした各
種事業の効果的な活用や、実態・ニーズの適切な把握の重要性につい
て記載。(P74)

（五）高齢者虐待防止対策の推進 ◎養護者に該当しない者による虐待防止にあたり、地域支援事業や包括
的相談支援・アウトリーチ等を通じた継続的支援の枠組みの活用につ
いて記載。(P74､114)

（六）介護現場の安全性の確保及びリスクマネ
ジメントの推進

◎国が構築するシステムを活用した事故情報の傾向把握、都道府県によ
る市町村への相談対応・助言等の重要性について記載。(P74､114)

（見直し後の構成に基づき整理） （脚注）◎：都道府県計画・市町村計画共通、○：市町村計画、●：都道府県計画
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基本指針の記載事項について（第二  市町村計画、第三  都道府県計画⑥）

項目①（第二 市町村計画） 項目②（第三 都道府県計画） 見直しの方針案

６ 認知症施策の推進 ４ 認知症施策の推進 ◎認知症基本法の成立及び認知症施策推進基本計画の策定に伴う記載内
容の見直し。(P75､114)

７ 特定施設入居者生活介護の指定を受けてい
ない有料老人ホーム及びサービス付き高齢者
向け住宅の入居定員総数及び要介護者等の入
居状況

５ 特定施設入居者生活介護の指定を受けてい
ない有料老人ホーム及びサービス付き高齢者
向け住宅の入居定員総数及び要介護者等の入
居状況

◎改正老人福祉法施行後においては、登録制の対象となるホーム等につ
いて、入居定員総数を記載することの追記。（P77､117）

◎将来に必要な介護保険施設や特定施設入居者生活介護等の介護サービ
ス基盤の整備に当たり、特定施設の指定を受けていない有料老人ホー
ム等における要介護者等の状況を踏まえることについて記載。(P77､
117)

（注）次頁の八も確認すべき指標・状況として考えられる。

８ 地域包括支援センター及び生活支援・介護
予防サービスの情報公表に関する事項

６ 介護サービス情報の公表に関する事項 ―

７ 介護サービス事業者経営情報の調査及び分
析等

―

９ 市町村独自事業に関する事項 ―

10 災害に対する備えの検討 ８ 災害に対する備えの検討 ◎災害発生時に様々な応急対策活動の拠点として機能することが見込ま
れる介護施設等について、平時から状況把握に努めるとともに、緊密
に連携することの重要性について記載。(P79､119)

◎介護施設等における防災・減災対策の一層の推進について記載｡(P79､
119)

◎市町村による支援・連携のもと地域包括支援センターとしての業務継
続に向けた計画等を策定し、平時からの業務整理、地域における関係
構築、訓練の実施等に活かすこと、都道府県による平時からの支援や
ネットワークづくりの重要性について記載。(P79､119)

11 感染症に対する備えの検討 ９ 感染症に対する備えの検討 ◎市町村による支援・連携のもと地域包括支援センターとしての業務継
続に向けた計画等を策定し、平時からの業務整理、地域における関係
構築、訓練の実施等に活かすこと、都道府県による平時からの支援や
ネットワークづくりの重要性について記載。(P80､120)

（見直し後の構成に基づき整理） （脚注）◎：都道府県計画・市町村計画共通、○：市町村計画、●：都道府県計画
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介護保険事業（支援）計画の策定に当たって確認すべき指標・状況

事項 確認すべき指標・状況 内容
（参考）把握方法

※指針には記載しない

一 地勢と交通 地域特性、交通機関の状況、地理的状況、生
活圏 等

特に訪問･通所困難地域がある場合は、当該地域へのアクセスや社会資源の状況等を
確認すること。

各自治体で独自に把握

二 人口構造 年齢三区分人口､高齢化率､世帯数（単身高齢･
高齢夫婦のみ） 等

中長期の需要の傾向を把握するため、過年度及び中長期の推移等を確認すること。 見える化システム
（新）人口メッシュ

三 人口動態 出生数、死亡数、健康寿命 等 認定率の推計や医療介護連携に資するため、死亡場所別の死亡数等について、過年
度の推移等を確認すること。

見える化システム、人口動態統
計

四 認定者数の状況 要介護認定者数、要介護認定率 等 サービス見込量の推計等に資するため、要介護度別の要介護認定者数、年齢調整後
の要介護認定率等について、過年度の推移及び計画と実績の乖離等を確認すること。

見える化システム

五 介護サービス等の利用状
況

受給者数､受給率､自市町村内の事業所による
サービス提供割合､１人あたり費用額・算定回
数、介護サービスの提供状況の地域差を示す
指標（介護SCR（standardized claim-data ratio、
性・年齢調整済みレセプト出現比））等

介護サービスの利用状況や傾向等の把握に資するため、サービス別の受給率、１人
あたり費用額、介護サービスの提供状況の地域差を示す指標（介護SCR）等について、
過年度の推移や直近の状況等を確認すること。

見える化システム
（新）自市町村内の事業所によ
るサービス提供割合

介護ｻｰﾋﾞｽの提供状況の地域差
を示す指標（介護SCR）

六 介護サービス見込量
（計推）

介護サービス見込量、地域支援事業見込量、
家族の就業の状況・意向 等

PDCAサイクルに沿った計画作成に資するため、サービス別の見込量について、家族
等の就労継続や負担軽減の必要性等も踏まえ、過年度の推移及び計画と実績の乖離
等を確認すること。

見える化システム、在宅介護実
態調査

七 介護保険施設・事業所の
状況

介護保険施設･事業所数､利用者数､入所率、稼
働率、従事者数 等

サービス提供体制の現状や過不足を把握するため、１人あたり施設・事業所数や事
業所別の入所率等を確認すること。

見える化システム
（新）入所率､職員数推移

八 高齢者向け住まいの状況 有料老人ホーム等の施設数・戸数、入居者数、
定員、要介護者等である入居者の状況 等

サービス見込量の推計等に資するため、有料老人ホーム等の高齢者向け住まいの設
置状況及び入居者の状況（65歳以上高齢者数、認定者数、介護サービス受給者数
等）を確認すること。

適正化システムの改修（新）
（新）高齢者向け住まいに入居
する被保険者の要介護度等、介
護サービス利用状況

九 地域支援事業（日常生活
支援・総合事業等）の状況

多様なサービス・活動の数・参加者数、通い
の場の数･参加者数､地域包括支援センターに
おける相談体制の状況、インセンティブ交付
金における評価等

多様なサービス・活動の数や参加者数、通いの場の数や参加者数、地域包括支援セ
ンターにおける相談等の件数や居宅介護支援事業所との連携状況、インセンティブ
交付金における評価等について、過年度及び直近の状況を確認すること。

介護予防・日常生活支援総合事
業の実施状況に関する調査(多様
なｻｰﾋﾞｽ・活動、通いの場等) 、
地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営状況調査

十 医療介護連携の状況 医療介護連携に関する加算の算定状況 等 医療介護連携の取組状況を把握するため、管内事業所の医療介護連携に関する各種
加算の算定実績について、過年度及び直近の状況等を確認すること。

見える化システム
（新）レーダーチャート

十一 認知症の人の数及び関
連施策の状況

自治体内の認知症の人の数や推計値、認知症
疾患医療センター、認知症サポート医等の機
能や利用者数、ピアサポート活動や就労等の
社会参加の機会、場の数・利用者数 等

地域における認知症の人の数や推計値を算出し、その上で認知症疾患医療センター
は始めとする地域の医療資源の機能や利用者等を確認すること。また、認知症カ
フェや本人ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、ピアサポート活動、就労といった社会参加の機会、場について、
地域においてどのようなものがあるか、どれくらい活用されているかを確認する。

各自治体で把握（疾患医療セン
ター、サポート医等の地域の医
療資源、及び認知症カフェ等の
社会参加の機会や場）

（下線は、見える化システムの改修等により、令和８年度以降、自治体において新たに把握が可能となる指標）

○ 第10期計画においても、サービス見込量の算定や2040年に向けた中長期的な推計の実施、保険料の算定が必要となる（第９期と同様）。

○ 現行の基本指針では、計画の策定に当たって確認すべき指標は掲げていないが、都道府県、市町村及び地域の関係者が共通の課題認識を持つこと
に資するよう、基本指針に新たな別表を設け、確認すべき指標・状況を一覧として示すこととしてはどうか。

15
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